





































めに設定されたレベルは，A1～C2まで 6段階あり，A1と A2は「基礎段階の言語使用者」B1と B2
は「自立した言語使用者」C1と C2は「熟達した言語使用者」のレベルとしている。
記述対象となる技能の項目は，①理解：聞くこと，読むことの 2項目， ②話すこと：やりとり，発





















































































































































償）と間接的（メタ認知・情意・社会的）に分類した。多くの研究では Oxford（1990）の Strategy 
Inventory for Language Learning（SILL）などのアンケートを使用した調査が行われている。言語学
習ストラテジーについては，習熟度との関係を調べたもの（Cohen, 1998, Oxford, 1996など）や動機
づけとの関連を調べたもの（Chamot, 1999, Oxford & Nyikos, 1989）など多くの研究がある。







































2016年 10月から 11月にかけて，週 4時間の授業の中で，10回程度，特に意識させたい項目を明示
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